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1:
參

照

す

る

の

暇

な

か

り

し

^
遺

^

^
マ

る

0

價

格

及

び

價

値

の

幾

何

學

的

研

究

y
'
u「

.一
'
'
. 

武
部
與
八
郞

:
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:

:

:

.

:

:
1
: 

.

:

.

し
：'.,::.:‘

.
圓
e

はi

定
點(

圓
の
'中
心
Y
 

A
の
距
離
が
'i

定(

半
徑)

^

る
點
の
軌
跡
て
あ
る
。
圆
の
中
心
を
經
濟
的
認
識
の 

主
觀
點
と
す
れ
ば
圓
周
は

«

濟
的
認
識
の
限
界
で
あ
る
。
世
界
は
意
諭
の
世
界
で
あ
る
。
意
識
は
意
識
す
る
者
を 

，前
提
ぎ
す
る
o

意
識
の
^

ギ
ど
典
に
世
界
は
增
大
す
る
o
蠢

界

は

意

識

0

及
ぶ
範
圍
R

限
る
C 

'

:

經
濟
學
の
認
識
の
對
象
は
價
袼一

般
で
あ
る
？
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
は
曾
て(

！
)

貴
金
屑
で
あ
つ
た(

一
一)

勞
働 

が
费
さ
れ
ね
も
0
.で
あ
0

た(

三)

效
用
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ 

'れ
。
富
^
ば
今
儐
格
を
有
す
る
凡
て
の
も
の
の
#

で 

)̂
る
。
；

:

貴
金
厕
が
富
で
な
い
»

、
貴
金
属
の
み
が
«

で
な
い
事
は
旣
に
證
明
せ
ら
れ
て
居
る
。

.

ア
ダ
ム
、
.ス
ミ
ス

。

ダ

ビ

ッ
ド
、.

リ
カ
ア
ド
ォ
及
び
其
の
後
繼
者
等
の
生
產
费
說
は
次
の
如
く
解
せ
ら
れ
る
？
價 

格
を
有
す
る
も
の
は
經
濟
學
上
凡
て
債
値
を
有
す
。
經
濟
的
價
値
を
有
す
る
も
の
は
凡
て
ノ
而
し
て
經
濟
的
價
値
を 

.
有
す
る
限
り
に
於
て
其
は
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
て
あ
る
.

(

ア
グ
'ム
、

ス
ミ
ス
.。
諸
國
民
の
富
。
ダ
ビ
ッ
ド
、
リ
カ 

r

K
ォ。經
濟
學
及
び
粗
稅
原
理
。
小
泉
信
三
。
價

値
論
會
主
義
、
第

一

編
7

價
値
論
上
に
於
け
る
生
產
費
說
ミ 

勞
働
說
。
參
照)

。
我
々
は
此
0

意
味
.に

於

け

る

生

產

費

說

，を

.批
判
し
鱗
張
す
る
？
經
濟
學
.上
^
於
け
る
價
格
は
〇

';
■

'

第

十

九

卷(
一

五
〇
九)

::
愤
格
及
ぴ
猶
値
の
幾
何
學
的
硏
究
： 

第
十
號 

一
二

^



浓

十

九

卷(

I

k

l

o

y僻
格
及
ぴ
愤
値
の
魏
何
學
的
硏
究 

第

十

雛

r

§

圆
G
餞
に
始
ま
6
無
限
大
に
終
る
。:
價
格
を
有
す
る
も
の
は
：凡
て
經
濟
的
價
値
を
有
ず
。'
經
濟
的
價
値
を
有
す
る
も 

ベ：
 

の
は
凡
て
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
で
あ
る
"
經
濟
學
の
.立
場
炉
&
ざ
：ぅ
し
て
も
見
：逃
贫
事
：の

出

來

ぬ

事

&
で
あ
る
。

經
濟
價
値
の
一
般
的
形
式
は
^

て
あ
る(

拙
稿
經
濟
價
値
說
の
赠
系
參
照)

。此
は
：價
袼
.一
般
の
形
式
て
あ
る
。

バ
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
は
®

格1

般
.で
あ
る
。

我
々
が
日
常
直
接
に
經
驗
す
る
經
濟
現
象
は
價
格
の
現
象
で
あ
る

..
°

經
濟
學
者
は
此
瘕
接
な
る
經
驗
に
S

い
て
彼 

が
取
极
ふ
可
&

科
學
の
範
阐
.を
定
.め
.ょ
ぅ
ミ
す
る
0 

:
:
:
常
經
驗
の
經
濟
事
物
が
價
格
を
有
す
る
は
^
者
か
が
费
さ
れ 

て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
價
袼
0
存
在
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
何
者
か
が
存
す
る
が
故
て
あ
る
。
费
さ
れ
た
も
0

、存
在
を 

:

可
能
な
ら
し
む
る
も
の
はJ

般
に
ョ
リ
具
體
的
な
る
も
の
故
、
其
は
經
1

の
認
識
の
-範
圍
を
定
む
る
に
役
立
つ
て 

,あ
ら
ぅ
ど
考
へ
ら
れ
た
。
，
價
格
を
有
す
る
.も
の
、
即
經
濟
財
の
.生
«

«
は
ー
方
に
は
賃
鈒
利
潤
地
代
に
、
他
方
に
は
勞 

働
に
於
て
考
ベ
ら
れ
れ
0
賃
銀
利
潤
地
代
は
勞
働
に
約
元
せ
ら
れ
る
故
、
务
働
の
|

^
ル
£
い
か
が
經
濟
學
の
認
識 

.

の
範
圍
を
定
'め
る
。
財
の
.稀
少
性
や
則
が
.市
場
に
潇
ら
さ
れ
る
迄
に
經
過
す
る
時
間
等
が
考
盧
せ
ら
れ
/:
後
*
勞
働 

1 

の
存
在
を
さ
へ
可
能
な
ら
し
む
る
多
のW

し
て
、
.
欲
望
が
經
濟
學
上
の
目
的
ど
し
て
考
べ
ら
れ
た
。
經
濟
學
の
認
識

の
對
象
は
、
欲
望
滿
足
は
役
立
つ
ネ
の
に
限
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
な
る
。

.
欲
望
；及
び
效
用
は
財
に
；费
さ
れ
た
も
の
で
な
い
"
財
に
對
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
の
る
。
欲
鎏
滿
足
に
役
立
つ 

も
の
は
消
费
者
の
.立
場
が
ら
足
め
た
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
で
あ
る
。
消
®
者
の
立
場
か
ら
、
欲
親
滿
足
に
役
立
つ 

0 

も
の
を
以
て
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
と
な
さ
んV 」

す
る
.說
を
吾
人
は「

消
費
费
說J

と
呢
ぶ
o 

- 

生
產
者
の
立
場
か
ら
'-
經
濟
取
の
認
識
の
對
氣
ゲ
勞
働
.が
.费
3
n;
た
も
の
、
或
は
素
朴
的
に
貨
®
利

胸

池

代

に

求

'

む
る
譟
を
生
產
®

說
ど
言
ふ
。

勞
働
、
欲
辍
を
さ
へ
，可
能
.な
：ら
し
む
る
も
の
は
經
濟
的
に
生
き
ん
と
す
る
意
識
で
あ
る
^

が
批
刿
せ
ら
れ
た
。
經 

濟
的
に
生
き
ん
S

す
る
意g

は
：形
式
的
^

は
®

格

-_
_
.
般

に

於

で

表

現

せ

ら

れ

る

C

價
格
を
有
す
る
限
り
に
於
て
凡
て 

の
事
物
'は
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
で
あ
る
、
此
の
說
を
價
格
說
ど
呼
ぶ
。

:
,認
識
論
的
に
言
へ
：ば
、
圆
の
中
心
は
經
濟
學
の
認
識
主
觀
の
點
て
あ
り
、
圓
周
は
其
の
對
象
一
般
で
あ
る
從
て
價 

格1

:*
般
で
あ
る
。

.圓
の
中
心
，は
主
觀
の
點
な
る
故
問
題
に
せ
ぬ
。
圓
周
を
問
題
に
す
る
。

.
與
ベ
ら
れ
た
圓
の
圓
周
は
有
限

V

あ
る
。
然
ら
ば
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
は
有
限
で
あ
る
か
此
疑
問
は
有
限
無 

限
述
績
に
關
ず
る
近
世
數
學
の

W

S
を
想
起
せ
し
め
る
。
：例
へ
ば

.、
價
格
以

A

、
B
ニ
點
の
間
に
於
て
定
ま
る

i

 

ふ
命

®
を

取

れ

(
B
.
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u
s
s
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VFIptroduction 

to 

M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l

 

P
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o
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p. 

3
7

 
及
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o
h
a
p
.

 

3, 

4
,

71
00
, 9. 

參
照)

o
A
;
、

B 
ニ
點
の
間
は

( ：

一)

A 

> 

B
を
結
ぶ
直
線
ば
依
て

(

一
一
;

A、
B
を
過
ぎ
る
任
意
の
弧
に
依
て

(

三

A
、 

B
を
過
ぎ
る
ニ
つ
の
平
行
線
ど
無
窮
遠
點
ミ
に
依
て
、
表

.は
さ

れ

る

.0
最
も
簡
堪
び
場
合
の

<

、
B
を
結
ぶ
直
線
を 

取
る
。
他
を

?
1に
於
て

1
|
:
等
分
し
，

1\
、

P1
を
夫
々

P2
、

p8
に
於
て
ニ
等
分
し
；
以
下
同
じ
く
す
れ
ば

"
直
4 '
の 

間
に
於
て
價
格
の
定
ま
る
點
は
無
限
に
存
す
る
。
然
ら
ば
價
格
ば

VB
の
間
に

a ：
ま
る
ヾ」

言
ふ
命
題
は
意
味
な
さ
も
の 

V 」

な

る

(
K
.
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i
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h
l
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W
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Preis 
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v
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absclinitt:

D
e
r

 

P
r
e
i
s
.

安
倍
浩
氏
等
釋

.
經
濟
學
說
體
系
の
中

"
價
値
及
び
價
袼
論
の
下

"
第
八
編
、
第
二

"
參
照)

。
或
は
又 

非
ユ

1

ク
リ
ッ
ド
的
世
界
に
對
す
る

ァ

ン
リ
、

。
ホ
ァ
ン
力
レ
氏
の
存
名
な
暗
示
的
說
明
を
想
起
せ
よ

「

例
へ
ば
艰
大 

な

る

球

に

圆

ま

れ

"

且
0
次
の
如
き
法
則
に
支
配
せ
ら
れ
る
世
界
を
想
像
し
て
見
る
。
溫
度
が
ー
機
で
な
い
、

BP
ち 

第f

九

备

(
一

五
ニ

)

，
倒
格
及
ぴ
愤
値
の
|

學
的
研
究

 

第

屮

戤

一

三̂



第
十
九
#

(

5

1
ニ)

.傾
格
及
び
惯
値
の
璐
何
摩
的
研
究 

第
十
號 

一
S
エ

中
心
に
於
て
最
大
、
中
心
ょ
9

の
版
離
^

此
例
し
て
減
少
す
る
>
而
し
て
球
の
最
端
即
ち
此
世
界
が
終
る
所
に
到
達 

す
れ
ば
絕
對
零
に
降
る
。
此
法
則
即
ち
其
に
從
で
當
の
溫
度
が
變
化
す
る
處
0

法
則
を
更
^

一
 

晴
疋
確
に
媒
門
的
じ 

言
へ
ば
次
の
如
く
な
る
：。
限
界
を
劃
す
る
球
の
半
徑
を
片
、
點
あ

b

此
球
の
中
心
ょ

6

の
'距
離
を

r

ミ
す
れ
ば
、
絕 

對
溫

度

は
^

2
丨
1

に
比
例
す
る
。
更
に
想
像
を
續
け
る
即
ち
此
世
界
に
於
て
は
、
凡
て
の
物
體
が
同
一
の
^

^

«

 

數
を
有
す
る
從
て
如
何
な
る
も
の
さ
し
の
長
さ
も
其
の
絕
對
温
度
に
此
例
す
る
〃
最
後
に
、
物

體

は

■+
-*點
か
ら
激
度 

の
異
な
る
他
の
點
へ
移
動
せ
ら
れ
な
場
合
、
直
ち
に
其
の
新
た
な
る
環
境
に
應
じ
て
熱
ぐ
し
の
約
合
を
保
つ
€
ぼ
®
す 

る
。
此
等
の
假
定
の
中
に
は
互
に
矛
盾
す
る
處
や
想
像
し
得
べ
か
ら
ざ
る
激
な
^

は
少
し
も
な
い
。
®

T

§

禮
は
、 

孔
が
球
の
限
界
に
近
附
.く
に
從
て
愈
々
縮
少
す
る
て
あ
ら
フ
？
扨
て
此
處
に
注
意
す
可
念
第
一

の
事
は
、
此
世
界
は 

我
々
の
#2

通
の
幾
何
學
の
立
場
か
ら
で
は
有
限
で
あ
る
が
其
の
世
界
の
住
民
に
取
つ
て
は
無
限
大
に
見
え
る
で
あ
ら 

ぅ

w

言
ふ
事
で
あ
る
，
事
•實
> 

彼
等
住
民
が
球
の
限
界
に
近
附
か
んV」

す
れ
ば
其
場
合
、
彼
等
は
熱
を
失
a

次
第
に 

縮
少
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
從

て

彼

等
の
步
行
の
#

一
 

步
は
又
次
第
に
縮
少
し
從
て
彼
等
は
決
し
て
球
の
限
界
に
近
附 

〜

事
は
出
來
な
い」

(
H
.
p
o
i
n
c
a
r
6
,

 

T
h
e

 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s

 

o
f

 

s
c
i
e
n
c
e
,

 

t
r
a
n
s
.

 

b
y

p

w

H
a
l
s
t
e
a
d
,

 

p
p
.

 

7
5
, 

7
6
〕
。 

我
々
.は
此
等
の
問
題
に
は
今
觸
れ
ず
に
進
む
。
：

‘

';
‘
4

心
0

、
半
徑
r

o

中
心
0

を
通
り
水
平
爾
直
.に
交
は
る
直
徑
を
夫
々
观
、
p

o

OX

を
首
線
、
圆
周
上
の
.任
意
0

一
f

‘、

」

中
心O

 

I

結
ぶ
带
徑
を
動
徑
。
卩
ょ
り
縣
、
ず
に
ド
せ
る
爾
線
が
ぞ
-

ど
交
は
る

-
點
を
夫
々
^
、
N 

ミ
す
る
圓
ぎ
描
ぐ(

第

〗

圖
> 

7
 

V
.

第

！
象
眼
の
硏
篼
。

.

.
旅
始
の
時
代
に
も
、
意
識
的
な
る
ョ
リ
-望
ま
し
き
も
の
へ
の
追
求
や
、
敢
て
人
間
的
に
確
保
せ
ら
れ
^
生
活
の
資 

料
が
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
生
.命
が
*:
«

す
る
。
反
省
ビ
自
覺
ど
が
起
る
。

一
般
的
生
命
：の
中
か
ら
特
に
人
間
的
生
命 

の
自
覺
が
起
.る
。
人
間
的
生
命
0:
中
れ
ら
經
濟
的
生
命
の
自
覺
が
起
る
。
經
濟
的
生
命
に
就
て
.は
、
其
生
命
の
存
在
，
 

t
可
能
W
ら
し
む
る
も
の
、
'.
'
:財
が
反
€

せ
ら
れ
、
財
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
欲
望
が
自
覺
せ
ら
れ
6
、
今
迄 

自
然
の
儘
に
共
有
て
あ
，
 

つれ
生
活
の
資
料
が
個
人
的
に
確
保
せ
ら
れ
？
欲
望
の
飽
く
事
な
さ
追
求
增
大
は
經
濟
的
に 

生
&

ん
ミ
す
る
意
識
を
批
判
せ
し
め
る
。
人
間
的
に
確
保
せ
ら
れ
た
生
活
の
資
料
ざ
欲
望V」

は
經
濟
的
に
生
き
んV」 

す
る
意
識
に
於
て
自
覺
的
體
系
を
成
す
。

、

.

：

，
.

-
經
濟
的
生
命
の
進
展 
>」

典
に
經
濟
的
生
命
の
動
徑
は
經
濟
的
生
命
の
衝
動
力
の
點
0

か
ら
次
第
に
成
長
し
§

、
O V 

を
經
.て
0?
^

到
達
す
る
。
§

0̂

、0?
(:

依
て
劃
ら
れ
る
經
濟
的
世
界
は
夫
々
"

a

b

w

^

^

g

d

c

d'

、
x

y

x̂
t
 

圓
で
あ
'る
。
x

Y

r

p
圆
の
第
一
象
眼
に
於
け
る
動
徑
％
を
硏
究
す
る
。
第
ー
象
眼
に
於
け
る
欣
は
疋
、
OY
'

jH

、 

§

は
人
間
的
に
確
保
せ
ら
れ
た
る
生
活
の
資
料
、供
給
せ
ら
れ
る
財
の
最
、0 ¥

は
其
に
»

す
る
«

濟
的
欲
望
、
需
要
を 

計

气

况

を
^

挪
^

反

省

す

气

乂
^

^

^

圓
上
の
弧
^
上
の
任
意
の
一

點
P

を
ニ
つ
の
座
檩
軸
ox
"

OY
S

影 

す
.る
。
p

の
.
座
標
を
宽
め
る
。：
反
省
じ
故
て
自
覺
せ
ら
れ
た
P

は
炙
の
如
く
表
明
せ
ら
れ
.
る
。

.

?

(

靡
の
供
給
、
哺
の
需
要

)

 

、
•

圖
R

於
け
る
M

、
N

は
？

ょ
な
從
\

0 ¥

に
下
せ
る
1
!
線
が
夫
々
次
、
> Y
£

父
は
る
點
で
あ
る
0

同
樣
R

し
て 

:

し
笫
十
九
卷
：

a

五
.r

三〕

價
格
及
び
愤
値
の
幾
何
學
的
研
究 

笫

屮

號

r

i



. 

谘

十

號

一

三

四 

u

c
om

の
供
給
，
on
,

の
需
要)

V
 (

1

0

供
給
、
01

の
需
要)

此
等
の
座
標
的
表
現
を
經
濟
學
の
命
題
に 

改
ひ
れ
ば「

價
格
は
！|

要
ヒ
供
給
ヾ」

に
侬 

て
定
ま
る

,
y
j

な
る
。

2

)

p

が

XY

の
中
點
に
ぁ
る
時
即
P1 

に1

致
す
る
時

P1
OM

の
供
給
、
ON

の
需
要)

.

P1

は

の

中

a

な
る
故〇

M
i
=
_
O
N
、

:

價

格

が
XY
0

中
點
k

定
i

る
時
、
需
要 

ミ
供
給
？
は
相
等
し
。
四
邊
形
め
n

i

om, 

は
疋
.方
形
.で
ぁ
る
。

0

.

1

)

?

が(

抑
の
間
に
ぁ
る
時
即
£

一
致
す
る
時

P2(
g 
の
供
給
、
on
2

0

®

s)

鹿

^

^

^

^

讓

灣

謂

h

は
.
r

:

#J:

の
點
な
る
故
一
般
K 
O

F
 

V
 

0

3價
格
♦か

(

XP

の
間
に
定
ま
る
時
は
.
.

V
.

般

に

溜

-

伹
し
r.
i

が 

0
 

rl
k

重
な
る
時
は(

一)

R

司
じ
く
、
X

R

重
な
る
時
は「

價
格
は
供
給
に
依
て
定
ま
る」

。
四
邊
形
1̂
^

0

職
は
一
般

.
:
:
:,
ハ

:」

 

‘

ン

.

(

三)

P

が
€>
の
問
^

あ
る
時
即
1\
に
ー
致
す
る
時 

:

込(

飾
の
供
給
、
0N
3

の
需
耍〕

： 

. 

p3
t

K
:Y
p
lの
間
に
あ
る
點
故
般
に.

O
M
3
C
O
N
3

價
格
が
芬
の
上
に
定
砝
る
時
は
ー
般
に
寐

_

〈

*

«

徂
し
13
3 

.
が
?1
に
重
な
.る
時
は

(

ー)

に
同
じ
く
、
¥

^
重
な
る
時
は「

價
格
は
倫
要
に
依
て
定
ま
る」

。
四
邊
形
れ
队
0

狐
は
ー 

.

.

.般
に
一
矩
形
，

.. 

• 

•

以
上
通
蜜
し
て
次
の
結
果
を
得
る 

.

.

3

價
格
の
衆
ま
る
點
に
於
て

S

需
要
と
供
給
S
は
相
等
し
：
； 

g

需
要
さ
供
給
ミ
は
相
等
し
か
ら
ず 

一
.(

ィ)

‘
供
給
は
髒
^
ょ
办
^
火
办
り

£

價
格
の
定
ま
る
點
に
於
で
は
1

般
：に
、
續
要
过
供
給
士
は
相
等
し
か
ら
す
。
伹
し
次 

■
;;

⑷
：價
袼
の
定
ま
る
點
が
特
に(

x\

の
^

點
R

あ
る
時
、

.

,.

.

其
時
に
限
-

^

、
需
要
せ
供
給
.

く
は
相
等
し
。

： 

.

へ
：
：
：

第

十

九

卷

(

一
丑
1

五)

；
儐
格
及
び
猶
値
必
幾
舸
學
询
硏
究 

笫

十

鉞

j

三
五



第

十

九

卷

(
m

H
O

價

格

及

び

傭

値

の

幾

何

學

的

研

究

 

.

第

十

號

.
1

三

六 

( b
)

價

格

の

定

ま

る

點

が

特

に

X

に

あ

る

：時

、

其

時

に

限

り

、

價

袼

は

供

給

に

依

て

’定

ま

る

。

( c
ff
l

格

の

定

ま

る

點

が

特

n

y

,
に

あ

る

：時

"

其

時

れ

限

气

價

格

は

需

要

に

依

で

定

ま

る

。 

g

價

格

の

定

ま

る

點

が

#

に

X Y:

の

中

點

に

あ

る

時

*
其

時

に

限

々

、

P

の

座

標

に

.
依

つ

て

園

ま

れ

る

四

邊

形

P

N

O

 

^

は

極

大

で

漶

る

即

ち

0
:
:凡

0

恥

は

一

般

的

な

る

四

邊

形

P

N

O

M

の

中

で

極

大

で

あ

み

、

何

者

は

圓

に

內

接

す
 

る

リ

邊

形

中

^

於

て

周

圍

及

び

而

積

の

最

大

な

る

も

の

は

正

多

狗

形

で

あ

る

が

故

で

あ

る

3

p ,
、

P 3
が

? ,
に

近

^

 

；

ぐ

に

從

つ

：て

^

形

p

n

o2
m 2
、

p

n

o3
m s
は

次

第

に

其

屬

を

增

大

す

る

。

此

結

論

は

次

の

如

き

實

際

的

效

果

を

有

つ

。

* 

,.

.

.

.

乂

へ

價

格

の

宛

ま

る

劁

^

ド

於

て

は

需

要

ざ

供

給

と

が

相

等

し

か

ら

ざ

る

が

一

般

で

あ

り

、

相

等

し

&

は

特

別

な
 

‘る

場

合

に

限

る

。

從

て

經

濟

學

は

此

特

別

な

例

外

の

場

合

の

み

を

硏

究

す

べ

さ

で

な

い

、

宜

し

く

®

要

£

.

供

洽

 

;

ギ

の

栩

等

し

か

ら

ざ

る

場

合

を

主

ど

し

て

.硏

究

す

べ

き

で

あ

る

。

慣

格

の

定

ま

る

點

に

於

て

需

要

と

共

^

と

の
 

相

等

し

い

は

、

.
實

際

に

交

.易

に

參

加

し

得

る

人

々

^

必

耍

な

特

別

な

場

合

で

あ

る

、

經

濟

學

は

.宜

し

ぐ

貴

際

に
 

.

.

<
メ

1-
-
1勿

:(
:

:
參

划

じ

得

ざ

る

人

々

の

需

要

.
^
;供

給

V

J
; 4
>

主

？

じ

て

論

中

可

き

で

あ

る

、

事

を

敎

へ

る

。

.

I
 

價

格

が

X I
.
の

呼

激

に

^

ま

る

時

需

要

ど

供

給

ど

は

相

等

し

く

^

正

方

形

れ

^

^

義

は

一

般

的

な

る

矩

形

？

汉
 

o

M

の

中

で

極

大

で

t

。

此

揚

合

は

我

々

：の

經

濟

行

爲

が

純

粹

k

徹

底

的

に

經

濟

的

な

る

場

合

で

あ

る

即

ち
 

r
.

.經

濟

人

が

假

定

せ

ら

れ

た

場

合

で

あ

る

。

然

る

^

現

實

の

社

會

に

は

經

濟

人

は

存

甘

ず

又

純

粹

に

徹

底

的

に

經
 

丨

：

‘
濟

的

な

る

如

何

な

る

行

爲

も

な

.い

、

從

て

價

袼

は

(

双

の

中

點

'-
(

:
於

て

定

ま

ら

ぬ

(

が

事

實

で

あ

る

即

ち

憤

格

0 

, 

'定

：

る

點

牝

於

て

鑛

耍

之

供

給

ゼ

.
が

相

等

し

か

ら

ざ

^
:
:

が

- ®
實

で

も

る

、

相

等

P

き

は

其

の

：特

別

$

場

A
a
に

限

：

'あ

. 

'る
® 

土

述

の

結

論

.は

 

'

1

層
'よ
{

實
社
會
を
.說
明
ず
る
。

.

n

、
：
.

m
實

の

經

濟

社

會

に

於

て

は

.需

要

V
J
.

供

*

w

は

刻

々

に

變

化

す

る

。

從

て

需

要

V
」

供

給

ビ

が

相

一

致

す

る

は

，
 

特

別

な

場

合

に

限

る

;°
!

需

耍

ビ

供

給
I

，

致

せ

し

む

る

を

職i

す

る

も

の

は

商

人

階

級

で

あ

る

o

商

人

階

級

、
 

の

：行

爲

は

經

濟

行

爲

佥

般

中

の

特

別

な

る

一

つ

の

®

八

ロ

に

過

ぎ

ぬ

。

上

述

の

結

論

は

商

入

階

級

的

經

濟

學

か

ら
 

脫

却

す

べ

き

事

を

敎

へ

る

。

,

:!
:

餘

f

供

給

と

.が

相

等

：
し

か

、
ら

ざ

も

場

合

、

：

例

へ

'ば

:;

C
.

一

)

供

給

の

方

が

•雪

f

 

6

大

な

る

場

合

、
：
：過

剩

の

供

.給

は

'
利

用

せ

ら

れ

ぬ

。
，

p

q

m

x

i

n

o

m

ス

P
 

(

ニ

)

需

要

の

*

が

供

給

ょ

り

大

な

る

場

合

*

我

々

の

經

.濟

的

生

：
活

は

.
滿

足

せ

ら

れ

ぬ

。

p

^

'

b

M

I

P

^

o

M

l
 

A

O
 

商

人

：
は
'過

剩

の

供

給

と

不

迅

の

需

要

と

を

可

及

的

に

、

相

，平

均

せ

し

め

ん

ビ

し

て

經

濟

を

行

ふ

。

雷

要

i

供

給

と

の
 

相

等

し

き點
；：

L

a

R
於

て

 

一

»

的

な

る

矩

形

P

N

O

M

は

疋

方

形

13
1

^

0

峋

V
」

な

り

極

大

で

あ

る

。

f f
¥

/

J
供

給

ど

を

相

平

均

せ

し

め

る

墓

日

ふ

は

p
2
N

,
O

M
2

^
-

; :L
o

M
l

.

を

意

味

す

る

の

で

な

く

て

P
N

H
P

M

 

を

意

味

す

る

。

ヨ

リ

ト

な

る

も

の

を

ニ

つ

加

へ

て

2

で

割

る

も

ヨ

ソ

大

な

る

も

の

ど

は

な

ら

ぬ

。

a
<

c
,

 

b
<

c

ビ 

す

，れ

ば

，

f

l

J

^

A

c。

，
商

，
人

が

！

g

要

.ぐ」

，供

給

V
」

を

栩

平

均

す

る

は

P
N

=
?

M

を

意

味

し

P
N

H
P

M

な

る

時

一

般

的
 

な

る

®

形

ド

れ

0

§

は

.正

方

形

队

风

0

瓜

士

な

6

極

大

。

.從

て

p
i

:2:
b

M
l

v
p

2
N

2
0

M
2
>

p

 

p
l

N
o

M
X

v
P

S
N

b
M

S

 

名
.
.

即

ち

經

濟

が

行

は

れ

る

。
.:
:
デ

 

.

,

經
濟
的
世
界
を
四
半
：圓
X

O

Y

，
商
人
が
需
要
さ
供
給
：マ」

を
，相
等
し
か
ら
し
め
ft

時
、
需
要
ど
供
給
ど
に
依
て
#
 

第
屮
九
卷
.

C
1

五一

七)

，
：

值

格

及

び

價

値

の

.幾
何
學
的
研
究
.

笫
十
馘

一

三
七



第
十
號

1

三
八
.

第

屮

九

卷

(

一
丑1

八)

值
格
及
ガ
偾
値
の
.幾
何
摩
的
：研
究 

-

成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
を
疋
方
形
巧
风
心
恥
ミ
す
れ
ば
、
■

り
の
圖
形
即
ち
餘
剩
0
,
圖
形
れ
队
乂
と
1\

风
>
 

ミ
は 

何
.
で
あ
る
か
。
今
價
格
は一

定

r

、
13
1

%

>

<は
賃
子
、
?1
^

7

は
利
潤
を
表
は
す
も
の
ど
す
れ
ば

需
耍
('
;

對
し
て
生
產
':
*

^

^
對
的
に
增
大
し
£

合
郎
ち
生
產
ヵ
が
亂
_か
ら
|

^
 

へ̂

ど
增大し
£
合
 

:

(

ィ)

利
潤
は
6
N3
Y
か
ら

;

リ
ノX

こ

賃

子

は

^

恥
ギ
か
ら
れ
ル
兄
ゝ
れ
队
^

へ
と
減
少

0

一)

^

要
に
藥
し
て
生
產
ヵ
が
柑
對
的
^

減
少
し
た
場
合
即
ち
生
產
ヵ
’か
仏
か
ら
私
、
M3

へV」

減
少
し
た
場
合 

(

ィ)

利
潤
は
れ
？

か

ら

巧

穸

、
5

ァ
へ
ゼ
減
少 

o

〇

〇
 

:

(

：ロ)

：
賓
チ
は
pa
Ma

や
 ̂

、

人
間
の
經
濟
生
活
の
凡
て
の
場
合
龜
じ一
般

慕

要

‘は
：供
給 

;
れ

る

(
K

ル
ナ
ス
の
.人
口
論
參
：照)

':
從
て
：價
格9
定
ま
る
點
，R

於
て
需
姿
5

供
給
ヒ
'

^
依
て
«
成
せ
ら
れ
る
®
格
の 

世
界
は
?:
风
0

他
が
一
般
。
.此
場
合
刺
潤
は
^
风
孓
。

賃
子
は
れ
队
乂
。

P
3
M
3
X
I
P
S
N
3
Y
V
0
。

生
產
ヵ
が
曾
大 

し
い
商
人
が
需
要
ど
供
給
と
を
栩
平
均
す
る
に
努
む
れ
ば
込
は
次
第
に
れ
に
近
附
く
。
P1
に
於
て
は
需
f

供
給
ど 

.
は
相
等
し
ぐ
、：

窗
®

V

J供
給
V
Vに
依
っ
て
：構
成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
は
極
大
。
此
揚
合
利
凋
は
P
1N.
V-
、
賃
子
は 

h

M,
x

。 p
l
g
I
X

 
丨P

1
N
;
,
Y
=
〇

。
f

. 

,.
.
.

.

.

...' 

. 

-
-
-
:
< 

.

.
: 

.

.
I.. 

■

丨P
I
M
M
X
I
P
I
N
I
Y
H
O

な
る
®
合
即
ち
價
格
が(

X Y
の
中
央
に
定
ま
る
場
合
！
i
w
V
J
供
給
ご
に
依
っ
て
«
成
せ
^

.

:;
:

:

れ
：る
價
袼
.の
世
界
は
極
大
故
世
人
は
其
經
濟
を
讃
美
す
る
。
'：
.
V 

'

— 

.

.

.
然
る
..に
極
ヲ
は
.最
：人
で
な
.；い
。.
-極
大
..必
，t
.し
も
，最
：大
な
.
\ら
ず
。.
需
要
■と
■供
^̂
'士
に
：依
.て

,«
.成
せ
ら
れ
.る
價
格
の
世
_:

I
h
K
J
H
巧

H

卜

ぃ̂
:::;:!

.

.

界
を
s

y

b
で
表
は
せ
ば
此
函
數
は
賴

 々

な
る
條
仲
じ
寒
て
多
べ
の
極
^
を
有
っ 

極
大
は
必
ず
し
も
最
大
で
な
い
。
極
大
な 

る
價
袼
の
世
界
?1
风
0
^

は
同
じ
く
價
格
の 

世
界
な
る
四
半
圓
X
0
Y
ょ

-
^
も
少
で
あ 

る
0
最
大
可
能
な
る
世
界
四
半
圆
>
<0
¥
か 

ら
利
P
P1
N1
Y
、

賃
子
pl
^

x
を
減
^
れ
ば 

極
大
な
る
li
t

界
PI
N.
o
^
.
v

」

な
る
。

四
邊
形
«̂
¥

0

父
じ
於
て
〇
><
=

0

¥
即
ち 

.需
要
.

V」

供
給
ど
は
.
.相
等
し
、
且
っ
.其
面
積
は 

極
大
な
る
四
邊
形
pi
Nx
o

Mi

ょ
b

は
大
で
あ 

5
 

0

此
場
合
利
潤
は
：圖
形
13
1

れ
¥
、
賃
子
は 

F1
P.
X

に
減
少
す
る
。
第
二
圖
參
照
。

今
15
1
を
通
.办
0̂

0 Y
に
對
し
て
無
數
の
平
行 

線
が
引
&
得
ら
れ
る
ど
す
れ
ば
即
ち
非
ユ
]
 

タ
リ
ッ
ド
の
平
行
線
を
假
定
す
れ
ば 

(

一)

價

格

が

X Y
の
中
點
に
定
ま
る
場

m ：

笫

十

九

卷(

ー
瓦
一
九

)

似
格
及
、び
惯
値
の
戡
何
學
的
硏
究

笫
十
m

1

三
：九



T々-
九

卷

C

.5
U
Q

〕

'

愤
格
及
ぴ
愤
他
の
幾
何
學
的
研
究 

笫

十

跋

一

四o
合
に
も
需
®

S

供
給
マ」

は
必
ず
し
も
相
等
し
か
ら
す
。

(

ニ

ツ

巧
^

^

叫
は
必
ず
し
も
極
大
な
ら
中
。 

^

れ
を
通
办
巧
敗
に
對
し
て
引
か
れ
る
平
行
線
が
無
數
に
あ
る
と
す
れ
ば 

•

|:(

1

}

髒
耍
ど
供
給
^

は
相
等
し
か
ら
ざ
る
が一

般
で
あ
る
。

■;
.;
:
 (

ニ)

P2
N

2

0M,

、
^

ゴ̂

他

は

必

ず

し

も

巧

风

^
^
^
ょ

ト

も

小

な

ら

^
。

M

現
實
の
社
會
に
は
經
濟
人
な
ぐ
又
純
粋
に
徹
底
的
^

經
濟
的
な
る
行
爲
存
在
せ
ざ
る
故(

】
)

o

w

は
^

ハ
ょ
く
實
生
，
 

活
k

l

致
す
る
。
經
、濟
學
は
非
；ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
平
行
線
を
前
提
^

す
べ
き
で
あ
る
。

經
濟
行
爲
ど
は
最
小
，の
勞
费
を
以
て
最
大
の
效
果
を
得
ん
ど
す
る
程
の
：行
爲
で
あ
.
る
ミ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
.一
)

':

最
小
の
勞
#

の
，究
極
仗
何
等
勞
働
せ
'
ず
£-
1日
ふ
事
で
あ
る
.
ど
し
、
勞
働
せ
す
に
生
き
得
る
は 

c

ィ

他

人

の

勞

：働
^

:
侬
食
す
る
：場

合

;'
:
.

.

9

)

«

槭
が
完
全
に
人
間
勞
働
に
代
る
場
合
：
。

(

ロ〕

は
朱
：だ

實

現

せ

ら

れ

ざ

る

故

(

ィ)

に
依
る
？
賃
子
を
認
む
れ
ば
利
潤
を
認
め
ざ
る
を
得g

 (

第一

1鬮
參
照)

o 

經
濟
的
世
界
の
全
體
、
I 

g
L
^

ll
l

x

O

Y

^

G

M

+

PL
M
l
x、
利
潤
を
丫
を
減
す
れ
ば
"
勞
働
す
る
者
に
殘
さ
る
-5 

分
マ」

し

て

極

大

な

る

矩

形

即

，ち

疋

方

形

?1
风
0
軋

が

あ

る

。

此

場

合
「

最
小
の
勞
費
を
以
て
.生

活

し

極

大

の

效

果

を 

與
ヘ
ん
•ビ
す
る」

(

資

本

制

社

會

參

照

)

。

(

ニ)

最
小
の
勞
費
を
、
最
低
の
生
活
を
維
持
す
る
^

必
耍
6

勞
費
に
取
：れ
ば
、
其
&

匕
^
^
队
に
依
て
現
は
さ
れ 

る
o
.
人
々
が
發

明

や

共

同

組

織

等

欠

依

-つ
て
創

5

出
す
經
濟
的
世
界
ば
.四

I半

掇
X
 

o
 

Y
 

k

.
依

て

.
現

は
：$

れ
6

0

:ン
此
場
：

合
人

々

は「

極
大
の
.勞
費
を
以
て
最
大
の

效
果
を
得
ん
ざ
す
る」

.

(

社
會
主
義
的
，社
會
參
照
：

T
生
活
の
最
低
限
を
可
及 

的

大
汰
維
'持
し
即
ち
極
大
な
ら
し
め
.
.且
づ
發
明
や
典
同
組
織
に
侬
づ
.て
最

大
の
經
濟
亂
效
果
を
得
ん
と
ず
る
は
事
實

.
:
:.
.■で
あ
る
。
 

，
，
；

……

今
經
濟
の
本
則
は
次
の
'
ニ
つ
を
加
べ
る
。

(

一)

消
^

者
の
立
場
か
を
最
小
の
勞
費
を
以
て
生
活
し
極
大
の
效
果
を
與
へ
ん
ミ
す
る
。

•ハ
二)

.

生
產
•
黄
の
立
場
か
ら
>
 

極
六
.の
勞
费
を
以
て
街
活
し
最
大
'の
效
果
を
得
ん
，、

」

す
る
。

:

.(

一)

は
サ
ッ
ヶ
ー
リ
の
銳
饵
の
假
設
に
0

ー)

ば
ブ
ッ
ヶ
ー
リ
の
鈍
角
の
假
設
に
一
致
す
る
。

. 

.
四

.

. 

. 

.

. 

,

,
:
.::
-

第

二

象

眼

及

び

象

眼

の

移

動

，
，の

硏

_

.

.

.第

一

一

象

眼

は

何

を

*:
味

す

る

や。
11

乂 
Y

X'
Ŷ
.ば
任
意
の
一
定
時
.
一
觉
點
に
於
け
る
經
濟
的
世
界
で
あ
る
。
其
は
圆 

.

a

b

^

v

 

c

d

c

^
 

. 

.

::

を
經
過
し
て
居
る
。
供
給
の
線
ox

、
需
耍
の
線
0¥

は
.經
濟
米
發
の
狀
態
か
ら
任
意
の 

,

1

定

時

1
.

定
點
に
到
る
迄
の
歴
史
的
經
過
を
內
含
し
て
居
る
.。
第
二
象
.眼
は
第
一
象
眼
の
過
去
で
も
な
け
れ
ば
未
來 

'

で
も
な
い
。
第
二
象
眼w

第

1

象
眼
S

は
同
一
の
時
間
的
經
過
の
中
に
あ
.
る
。
第

1

象
眼
を
住
意
の

H

疋
時
一
定
點 

に
於
け
る
過
去
の
終6

V
J

し
て
，の
現
在V」

す
れ
ば
、
第
二
象
眼
は
未
來
の
始
め
S

し
て
の
現
在
で
あ
る
。
半
圓
x

¥
 

ン
：

x7
.
に
於
け
.
る
第
一
象
眼
は
過
:̂

に
於
け
る
過
去
の
終
々
S

し
で
の
現
在
の
堆
檄
で
あ
々
、
第
ニ
象
眼
は
過
去
^
於
け 

.

.
る
未
來
の
始
め
^

し
て
の
：現
在
の
堆
積
で
あ
る
。

:

へ
：

過
去
の
i終
り
ビ
し
て
の
現
在
は
我
々
に
旣
に
確
保
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
經
濟
的
需
要
供
^
の
關
係
に
就
て
言
べ
は 

笫

十

九

卷

(

ー3£
ニ
一
し
-,

惯
格
及
ぴ
惯
値
0

幾
何
學
的
研
究 

笫十號一四

I



第
十
九
卷(

一
五
ニ
ニ)

似
格
及
ぴ
惯
値
の
雜
#:
學
的
研
究
 

笫

十

铖

一

四

一
 

.

供
給
、
數
墩
的
に
疋
の
符
號
を
以
て
性
質
附
け
ら
れ
る
。
未
來
の
始
め
ご
し
て
の
現
在
は
我
々
に
未
だ
確
保
せ
ら
れ 

、
ざ
る
も
の
、
常
に
不
足
の
感
贽
ら
る
る
も
の
，
經
濟
的
窗
喪
供
給
の
關
係
に
就
て
言
へ
ば
肅
要
、
數
學
的
に
資
の
符 

號
を
以
，て
性
質
附
け
も
れ
る
。
第I

象
眼
り
み
を
硏
究
す
る
場
合
窗
要VJ.

供
給
匕
を
共
に
正
^
取
扱
つ
'た
。
正
し
く 

は
符
號
な
.含
も
の
と
し
て
取
扱
は
る
可
さ
で
あ
つ
た
。
第

「

象
|1
]

4
を
時
訐
の
.針
の
«
む

方

向

^
は

反

對

の

方
|&
1

に
觀 

狗
：

U

け
廻
轉
す
れ
ば
.第
一I

象
眼
を
得
る
。
第
一
象
眼
に
於
て
这
は
供
給
3Y
は
：靡
要
、
第
一
一
象
眼
に
於
て
？

<
は
辦
耍
、

o 

o

Q

.

几
は
供
給
、
半
圆
>
<
>で
：に
於
て
似
は
疋
の
供
給
、
？<
は
負
の
霄
要
、
0¥
は
未
だ
符
號
な
会
價
格
で
ぁ
る
\

第

|
象 

眼
を
直
角
だ
け
廻
轉
す
る
事
^

依
て
即
ち
過
去
の
終
A
V在
し
て
の
現
在
を
未
來
の
始
め
.ミ

し
て
の
现
在
に
S

#
す
る 

.

事
に
依
て
_即
ち
供
給
を
正
.に
需
要
を
負
に
反
省
す
る
事
に
侬
て
.、
價
格
の
，.軸
0¥
.を
创
造
し
自
覺
す
る
。

ぃ
:
:
:
:ド
v 

m

 

或
は
Y

x;

、
或
は
父
>
^
の
上
に 

.

:

求
め
る
必
要
は
な
い
。
任
意
の
價
格
%

を
0¥

の

上

に

取

气
Q

を
通
^

^

に
平
行
に
引
か
れ
た
直
線
が
弧
乂
丫
ぞ
、

」 

:

交
は
る
點
を
M

、
N

V

J
す
れ
ば
.

(

第
三
圖)

， 

3

.「
(
1
)

價
格
が
00

な
る
時
、
供
給
は
_

、
欝
要
は
^

霈
耍
：？
供
給
ミ
は
相
等
し
◊
是
を
次
の
式
で
表
は
す

ふ
 

：

o

J9「

Q

N

:

r::
;
:
M::
:
:

然
る
R

價
格
の
定
ま
るg

に
於
て
需
婴
、

y
j

供
給
ど
は
相
等
し
か
ら
ざ
る
が1
般
な
る
故
、
0

を
姐
ぅ
で
に
平
行
に
引

>
 

X
 

か
れ
る
直
線
は1

一
つ
以
上
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
0

?
を
通
り
狀
：に
平
行
な
る1

一
つ
の
直
線
を
伽
、
QN

、

10
M
、卄Q

N
、

且
：：

.ク
か
.、

K
7 
 ̂

へ 

せ
，る
.

^

?

'を
.

. 

.
(

ニ)

價
格
が
'0

な
る
.時
、
供
給
^

吣
，
 

需
製
は
N,

で
あ
る
が
一
般
で
あ
ぅ
、

其
特
別
な
場
合V」

し
て
供
給
は
观
、 

需
要
は
和
ど
な
る
。

一

般
に
需
要V

J

 

供
給
S

は
相
等
し
か
ら
ず
、
相
等
し 

さ
は
特
別
な
場
合
に
限
る
。
是
を
次 

の
式
で
表
は
す 

〇
Q

\
Q

M
.

g
l

^
Q

N

\ / 

弧
父
丫
の
中
點
込
ミ
弧
^

の
中
點
!̂

マ

」

を 

結
ぶ
直
»

が
Ŷ

ヾ」

交
は
る
點
を
R

l

/

Jす
れ 

«'o
R
=
R
p
l
=
:
R
F

價
袼
は
.需
要

V」

供 

給

V」

に
等
し
く
、
需
要
ミ
供
給
w

i

相
等 

し
。I

、
同
じ
き
も
の
に
等
し
き
も
の
は
相 

'

等
し
。

R
 

に
平
行
な
る
直
線
が
無
數
に 

X

第
.十

號

】

四
1
ニ
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’笫

十

九

卷(

一
3E
t
l四〕

值
格
及
び
愤
値
の
规
何
學
的
研
究 

あ
るW
す
れ
ば
、

一
般
に
需
要
ど
供
給V」

は
相
等
し
か
ら
す 

n

>

同
じ
&

も
の
に
等
し
さ
も
の
は
相
等
し
か
ら
中
0

0

ど
^

、
R

V

J

Yど
，の
間
に
あ
る
任
意
の
點
s

、
T

を
苞 

*

^
夫
々
^

に
ユ
.

1

ク
ジ
ジ
ト
的
な
る
平
行
線
を
弓
刍
半
圓
X

Y

V

^
交
は
ろ
點
を
po
p/
^

’

ps
w 

V」

す
れ
ば 

1

、

s
p

2
=

s
f
、

v
o

s
.

 

t
p
3
=
t
p
’

ミ

<
O

T
,

需
要
ど
供
給
は
相
等
し
、
但
し
價
格
は
南
者
ょ

6

 

0

リ

大

は

ョ
リ
^

で

あ

る

.

.

2 

ノ
潘

银

P
2
P
5
K
M

ス

潘

谈
p
,
p
、 N
,
M
f

潘

頭P
3P

ミ
N
3
S3〈

潘

樣P
I
F
N
M
M
i
.

價
格V

J:

窗
要
ど
供
給
ミ
が
相
等 

し
き
時
、
■

要
ミ
供
給V」

價
格V」

に
依
つ
て
構
成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
は
：極
大
で
あ
一
る
。 

s

、
T

を
通
6

X/
に
引
炉
れ
る
平
行
線
を
非
，ュ
ー
ク
リ
ブ
ド
的
に
取
れ
ば

,_

1

、
需
婴
供
給
價
格
は
相
等
し
か
ら
ざ
る
が
一
般
で
あ
る
‘
。
0

?

供
給
，
M

R

需
要
ヾ」

供
給
と
價
格
ぐし
•か
相
等 

し
き
は
特
別
な
場
合
に
.限
る
。

2
>

價
格
が
)R
.に
定
ま
る
時
と
雖
'
も
需
要
と
供
給V

J
價
格

V
J

に
■依
つ
て
柳
成
.せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
は
必
ず
し
も 

.

極
大
な
ら
t

;.
:

:

，.注
意
。:-
;,
:價
格
O Y
、
Y

を
*

卜
^

^
弗
行
な
る
無
擻
の
窗
線
の
中
、
弧
1

>

^
の
特
代
x

、
w

に
交
は
る
も
の
が
存
在
す 

る
時
：
三
角
形
丫
で
^

は
矩
形
れ
か
风
叫
に
等
し
。
 

.

.
注

意
;0

鸫
濟
人
を
假
足
す
る
は
姐
形
?

P
N

M.

を
假
定
す
る
事
で
あ
ぅ
其
は
?,

?1

^

ル
に
於
で
極
大
即
ち
露
要
と
供

給
ぐ」

價
格
"、

」

が
相
等
し
き
^

合
に
極
大
。
從
て
國
家
の
成
員
の
凡
て
が
完
全
^

べ
ロ
理
.的
な
る
も
の
S
假
定
す
n'
ば
a 

家
は
其
の
成
員
k

平
等
を
與
へ
た
時
に
極
大
ビ
な
る
で
あ
ら
ぅ
。 

■

I1

て1
1
!

:

注
意
。
極
*
ど
最
大
ビ
は
嚴
密
に
®
別
、せ
.ら

る
可
き
で
あ
る
。

■第

1

象
眼
を
画
«
だ
け
時
計
の
針
の
進
む 

ミ
は
反
對
の
I方
向
に
廻
轉
す
れ
ば
第
一
一
：象
眼 

を
得
る
。
第
ニ
象
眼
に
於
て
は
”
は
黯
耍
敗 

^

供
給
ノ
第
ー
象
眼
の
朽
巧
れ
は
尸
^
^
に 

移
さ
れ
る
ハ
第
四
圖
ぎ
’ド
ド
の
硏
究
は
第1 

象
眼
の
硏
究
ね
準
す
。

:

,
半
圓
X
Y

X/

に
於
：て
は
极
は
芷
の
供
給
，
 

X/

は
負
の
需
耍
、
W

は
價
格
を
計
る
。
S

一
 

象
眼
：に
：於
.て
，.o
?

Q

f
 

O
P
3
-

:
 
: 
•
 

=
:
r

 

(

#

礅

)

。
ニ
物
X
 
i

y

ど
が
物
と
物
S

相
交 

換
せ
ら
.れ
る
場
合
、
X

ミ
ア
に
對
す
る
：雷
要
..

 

.

供
給
に
論
な
く
>

ミ
y

の

價

格

：
は

相

等

.
し
ぐ
し

考
ベ
ら
れ
る
o

〇
3

n
o

I
V

=
〇

p
3

.

.

.

.

.

.

0

交
換
の
媒
介
物
が
难
在
す
る
樣
に
な
れ
ば
ニ 

ン

：
 

.

:

,

 

、

'

 

..

商

：
品̂
ぜ

«

必

中
'し

も#1
等

し

か&.
ず

。
價
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第

十

九

卷
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五
二
六
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偾
格
及
び
憤
値
の
幾
何
學
的
斫
究 

笫
ナ
號
' 

一
四
六

格
を
定
む
る
も
の
は
物
で
な
く
て
需
要
^

供
給
と
で
あ
るw

識
ら
れ
る
。
價
格
は
線
分
朽
朽
れ
-----

R

於
て
で
は

|

 

な
く
れ
れ
込

…
丨
の
點
の
軌
跡
に
於
て
問
題
ヒ
な
る
。
第
ー
象
眼
は
第
ニ
象
眼
.^
反
省
せ
ら
れ
第
ー
象
眼
ど
第
ニ 

.

象
眼
と
は
华
圆
X
Y

X/

に
於
て
.自
覺
的
體
系
を
成
す
。
相
等
し
さ
價
袼
で
な
く
て
任
意
の
®

格
•か
問
題
S

な
る
。
經

.

濟
人
?:
假
矩
す
れ
ば
、
憤
格
の
定
ま
るg

に
於
て
需
要w

供
給
ど
は
相
等
し
。經
濟
人
は
存
せ
中
と
反
省
せ
ら
れ
て
、

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'
需
翦
ど
供
給
ミ
は
相
等
し
か
ら
ざ
る
が
一
:般
で
あ
6
栩
等
し
き
は
轉
別
な
る
場
合
に
限
.る
と
せ
ら
れ
る
0
前
の
場
合 

.
一
 

點
を
通
りi

つ
の
直
線
に
平
行
な
る
直
線
は一

つ
あ
6
唯
一
つ
に
限
る
、
後
の
場
合
ニ
つ
以
上
あ
み
。

.
;-
v 
,

,

「：

半
圆
X

Y
刃
を
同
じ
く
直
角
だ
け
廻
轉
す
れ
ば
半
園
？<
Y/
X

を
得
る
。
半
圓
X

Y
xr
が
價
格
の
自
然
的
®
識
の
世 

 ̂

界
で
，あ
る
に
對
し
て
半
圓
？

>
<ば
價
格
の
價
値
的
認
識
の
世
界
で
あ
る
。
第
一
象
眼
i

第
三
象
服
、
第
二
象
眼
ビ 

,

■

.第
四
象
眼
は
夫
々
對
稱
、
從
て
第
三
象
服
の
で
は
第
ー
象
眼
の
议
が
供
給
を
計
る
に
對
し
て
費
さ
れ
た
勞
働
を
計
り
、

.

:
:'
'.

第
四
象
眼
の
@

は
第
|1

象
眼
の
ぞ
が
貢
要
を
言
る
に
對
し
て
效
用
を
計
る
。
自
然
的
認
識
の
世
界
^

於

て

正

に

計

ら
.

 

i 

:

、

れ
た
偾
格
は
價
値
的
鼪
識
の
世
界
に
於
て
は
負
に
計
る
:
例
へ
ば
自
然
的
認
識
に
於V

は
：供
給
が
增
大
す
れ
ば
其
だ 

パ
け
惜
格
は
增
大
す
る
と
考
ぺ
：;e
>

れ
る
R

對
し
て
偕
値
的
認
識
に
於
て
は
慣
値
が
增
大
す
れ
ば
價
格
は
下
落
す
る
ざ
考 

:

:

へ
ら
れ
本
ヲ
半
圆
で
”

^

に
於
て
债
格
は
又
反
省
せ
ら
れ
る
。

:

:

:

.中

.

:

第
二
象
服
に
於
て
霄
要
せ
ら
れ
る
富
"
第
三
象
眼
に
於
て
勞
働
の
費 

V 

さ
れ
た
食
"
.馆
四
象
眼
に
於
て
效
用
を
有
す
る
富
"
で
あ
る

-ヾ
認
識
せ
ら
れ
る
。
原
點
o

は
：經
濟
的
生
命
の
衝
動
力
.

:
:
.
.
.
. 

.
:
 
I
 

'
. 

し
...：
，
.
：

.

.
'
.
.
.
.

■
丨

の
點
で
あ
る
。

®

1

象
眼
の
立
場
か
ら
見
れ
ぱ
價
格
は
供
給
に
依
て
定
立
る
、
第
二
象
.眼
.の
f
t場
が
Vら

見

れ

ば

價

格

は

篇

耍

.に

体

て
定
ま
る
、
半
圆
X 

Yx;
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
價
格
は
霄
要
と
供
給
ビ
に
依
■て
定
ま
る
。
第
三
象
_

の
立
©
か
ら
見 

れ
ば
價
格
は
勞
働
に
依
て
定
ま
る
：(

勞
働
價
値
說
參
照)

、第
四
象
眼
の
立
場
炉
ら
見
れ
ば
價
格
は
效
用
に
侬
て
定
ま 

る(

效
用
價
値
說
參
照
リ
半
圆
於
妒
^

の
立
場
か
ら
見
れ
ば
«

#
は
■勞
働
ど
效
用
ご
に
依
て
定
ま
る
。
價
値
的
認
識
は 

'
.第
三
象
眼
的
或
は
第
四
象
眼
的
認
識
の
.域
を
脫
し
な
い
。
原
點
o

の
立
場
か
ら
見
て
價
格
は
〇
圆
〇
錢
に
始
ま
々
" 

5E

®

1
1:

つ
の
方
向
に
走
る
。
負
の
價
格
の
存
在
は
經
濟
現
象
の
中
に
複
素
數
の
存
在
す
る
を
示
す
。

.;

.
第
ー
象
眼
を
四
直
角
廻
#

す
れ
ば
洱
び
第
一
象
眼
に
戾
る
。
始
め
の
第
一
象
眼
に
於
て
即
ち
資
本
の
蓄
積
土
地
の 

「

：.私
有
の
来
だ
行
は
れ
ざ
々
し
時
代 
>
生
產
者
の
立
場
か
ら
富
は
生
產
せ
ら
れ
た
も
の
か
ら
成
り
價
袼
は
供
給
に
依
て 

:
定
ま
る
。
後

の

第

1

象
眼
に
於
て
は
即
ち
社
會
主
義
が
實
現
せ
ら
れ
從
て
物
的
生
產
機
關
が
共
有
せ
ら
れ
る
時
代
、 

:
生
產
者
^

立
場
か
ら
富
は
生
產
せ
ら
れ
た
も
の
か
ら
成
&

價
袼
は
供
給
^

依
て
定
ま
る
。
第n

豪
眼
を
四
直
狗
廻
轉 

す
れ
ば
®

び
第
一
一
一
象
服
に
炭
る
。
資
本
の
蓄
積
土
地
の
私
有
0

未
だ
發
生
せ
ざ
り
し
時
代
生
產
者
の
立
場
か
ら
富
は 

勞
働
に
依
て
生
產
せ
ら
れ
.た

も
の
よ
$

成
卜
價
袼
は
勞
働
に
.依

て

定

ま

.る
。
社
#
主
義
の
實
現
せ
ら
れ
た
時
代
生
產 

者
の
立
場
か
ら
甯
ば
勞
働
に
依
て
生
產
せ
ら
れ
た
も
の
よ
々
成
り
價
格
は
勞
働
に
依
.て
f

る
。
第i

I

象
眼
を
四
直 

角
廻
轉
せ
よ
、
然
ら
ば
我
々
は
奢
侈
の
爾
美
せ
ら
れ
る
時
代
か
ら
共
產
の
實
現
せ
ら
れ
る
時
代
に
移
る
で
あ
ら
ぅ
。

:'
;

第
四
象
眼
を
四
膣
角
廻
轉
せ
，よ
。

，然
ら
.ば
我
々
は
價
格
の
價
値
が
效
用
に
依
て
宠
ま
る
時
代
か
ら
、
人
々

の
.好
む

に 

丨
靡
じ
て
消
費
す
る
典
產
の
時
代
に
移
る
：で
あ
ら
ぅ
。
此
等
の
廻
轉
は
凡
て
原
點
o

即
ち
經
濟
的
生
命
の
衝
動
力
を
姐 

じ
て
行
a：
れ
る
。： .

凡
て
の
現
實
に
生
け
る
人
は
生
&

て
席
る\

從
て
經
濟
的
に
生
き
て
居
る
。
從
て
原
點
o

を
把
振 

し
て
居
る
。
人
々
は
其
：の
好
む
處
：の
象
眼
を
取
6

得
る
。
又
其
の
象
服
を
如
何
樣
に
も
廻
轉
し
得
る
。
生
け
る
凡
て 

第

十

九

卷(
I
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二
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憤
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號
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四
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I

ノ
笫
十
九
卷

.
(

ー
芤
1
1八)

:
惯
格
及
び
it

値
.の，舞
何
學
的
研
究 

第

十

號

マ

四

：八 

の
人
人
の
人
生
觀
は
、
原
點
0

を
巾
心V」

し
て
"

赤
白
の
色
取
$

取
6

に
，
或
は
a

く
或
は
迅
ぐ
、

右
に
左
に
廻
轉 

す
る
象
服
の
中
に
展
開
せ
ら
れ
る
。

. 

,

沉
點
o

に
在
れ
ば
#

な
る
に
あ
、ち
す
#

な
ら
^

る
に
あ
ら
す
、
廻
轉
す
る
に
あ
ら
中
廻
轉
せ
ざ
る
に
あ
ら
中

、
即 

ち
眞
如
て
あ
る
。

經
濟
學
が
ニ
次
元
の
世
界
で
'あ
.る
と
す
れ
ば
即
ち
一
一
.つ
の
獨
立
戀
數
に
依
て
表
明
せ
ら
れ
る
世
界
で
あ
る
さ
す
れ 

ば

'

,

(
一
)

自
然
的
！I

識

V」

價
値
的
P

識
さ
の
.二
次
.元
の
世
界
に
.卯
ち
半
圓
X

Y
x7
s

n

x

ど
に
依
て
即
ち
Y
-
& 

w

に
依
て
表
現
せ
ら
れ
る
。
 

o

C1
)

;■
需
要
€
供

給
!:
*

勞

働

と

效

用

と

の

一

一

次

元

の

世

界

即

t>
»x
ヾ

」

V

ど
に
依
て
表
現
せ
ら
れ
る
。

三
次
元
の
世
界
で
あ
る
さ
す
れ
ば 

■〇 

(

こ

半

圆

ズ

¥
カ
に
於
け
る
供
給
の
欣
需
駆
の
で
價
袼
の
0¥
に
依
て

(

ニ)

半
圓
W

X

R
於
け
る
勞
働
^

效
用
从
價
格
で
に
依
て
表
現
せ
ら
れ
る
。

: 

-

o
 
:

〇 

o

四
次
元
の
世
界
で
あ
る
芒
す
れ
ば 

2

)

正

の

从

ノ

負

の

べ

疋

の

^

負
の
で
の
四
つ
の
獨
立
變
數
に
依
て
ぐ
或
は

0

ご

Jx
’

k

ぞ
、
及
び
原
點

o

に
依
て
即
ち
需
要
供
給(

勞
働
效
用〕
價
格
及
び
'貨
幣
の
四
つ
の
獨
立
變
數
に 

:

,

c 

o 

Y 

.

依
.て
表
現
せ
ら
れ
る
ひ

^

b

s

s

^

B

m

s

s

i

l

s

s

s

s

m

.

.

 

.

M

.

-

 

-

V

 

!

.

u

 

靖
ト
K

. 

; 

1

1象
#

の
碑
秀
.

第
1.11象
服
に
於
け
る
^
は
勞
働
^

o 

o

.は
價
格
を
計
る
.。
5
<は
負
¥

も
負
で
.

o

0

あ
る
。Q

、

20
、
0*
を
o

の
方
向
に

延
長
し
其
延
長
が
弧
？<
Y7
士
交
は
る 

點
を
朽
、

po
i 

P
3 

V
J

す

れ
«'
?!
は

X ^
Y

の
中
點
^

又
れ
、
13
3
は
夫
々
^

"

(

W

の
：
間

に

あ

る

(

第
五

_

參
照
：)

1-
0

(

一)

P1
ょ 

b
x;
、
Y7
に 

f

i

MiM
、
 

T
U 

〇

〇

"」

1 

P1
:
>
^
Tせ
.は
V 

P
は
.

(

.
^
の
.中

點

故.

p
l
f

 

■

即

ち

馨

=
譲

即

ち

此

場

合

商

品

は

價

値

通

-
^
に 

,
賣
ら
れ
る
。
四
邊
形
o
.Ml
pl
NI
は

!£
.

方
形
故1

般
的
な
る
叫
邊
形
o 

M

P

N
の
中
で
極
大
。

(

ニ)

p 2
ょ
^

”

"

”に
酿
線
队〜

 

0

/

0

P .
2

aN
を
下
せ
ば
P2
は(

以
'0
間

k

あ
る

第
十
號



第
t
九

卷

a
'
:
4

三
0)

!;
:

.
愤
格
及
ぴ
幾
何
學
'的研究

 

第
十
^

|

五
〇

.

點

故

一

般

に

即

ち

缎

I
5
V
M
.
莰
即
ち
此
場
合
商
品
は
價
値
通
り
に
賣
ら
れ
ず
、
勞
働
は
價
格
よ 

V
 

大
。
@

®

钱

〇
M
A
N
,
A

tT
i

^
读 

0
M
I
F
1
N
M
。

(

三)

1\
よ
9
0X
、
0Y
に

垂

線

そ

切

を

下

せ

ば

ろ

は(

P1
1

の
間
に
あ
る
點
故
一
般
にP

3
M
3
V
P
3
N
S

即
ち
#

®
 

<

 

"

»

®

即
ち
此
場
合
商
品
は
價
値
通
り
に
賣
ら
れ
す
、
勞
働
は
價
格
よ
b

小
。
S
0
0 

0
M
J
P
3
N
S
A

 

I

Ey-
涑

O

M

_

'

 

:
 

•

以
上
述
ぶ
る
所
よ
り

,

(
1
0

'::.:

商
品
の
價
格
は
S

さ
れ
た
勞
働
以
上
或
は
以
下
で
あ
る
が
一
般
で
あ
り
、
費
n

l

nた
勞
働
に
等
し
い
は
價
格

が
特
に
：

(

0

の
中
點
に
定
ま
る
場
合
に
限
る
。
即
ち
商
品
は
價
値
以
上
に
或
は
價
値
以
下
に
賣
ら
れ
る
が
一
般
で

あ
4

、
價
値
通
6
に
賣
ら
れ
る
は
其
の
特
別
な
場
合
^

限
：る
。

(

ニ)

ぃ

腐

品

が

價

値

：通

3

に
賣
ら
れ
る
は
價
格
の
定
ま
る
點
，か

の

中

點

に

あ

.る
場
合
に
限
る
。
價
格
の
定
ま
る

-

點
が(

_.
c
lの
中
點
に
あ
る
時
、
勞
働
に
依V

構
成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
は
極
大
。
勞
働
R

依
て
襁
成
せ
ら
れ
る

,
-價
格
の
®

界
が
極
木
で
あ
み
得
る
は
經
濟
行
爲
が
純
粹
に
徹
底
的
に
經
濟
的
で
あ
る
場
合
に
限
る
、
即
ち
經
濟
人

が
假
定
せ
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。

(

三
g

雪

は

具

體
l

i

t

或
る
_
1つ
の
立
場
か
ら
I

す

る

も

の

藍

霞

の

爲

に
I

人
は
豫
定
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
_
認
識
は
反
省
に
基
て
8
覺
し
肖
覺
ど
共
に
增
大
す
る
，
經
濟
人
と
言
ふ
が
如
さ
も
の
は
現

.
實
に
は
存
せ
ず
と
反
省
贫
ら
れ
る
と
共
に
經
濟
的
認
識
は
增
大
す
る
。
經
濟
人
が
假
定
，せ
ら
れ
て
憤
格
は

價
値
通 

办
忙
賣
ら
れ
る
。
反
省
に
基
&

價
格
は
價
値
以
上
に
'或
は
：以
下
に
賣
ら
、れ
る
がV
股
で
'あ

償

値

通

^
^
賣
ら
れ

I
I

I 
S 
I
1 
1 
1
I

1 

I
r

i
!
I

i
顏 
i 
i

I'
s

I 

!
s：
1 
u.

S
i
i

I

I

I

る
は
茑
®

特
別
な
る
場
合
に
限
る
.

)」

自
覺
せ
.
.ら
れ
.る
。(

 ̂

れ
た
價
値V

J

偵
格
參
照)

 

、五

)

，.
實
値
以
下
^

賣
ら
れ
る
場
合
に
於
て
、
勞
働
^

依
て
構
成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
即
ち
炻
形
0

队

?-
>̂

ど
、

_
 

8

直
以
上
に
賣
ら
れ
る
^

合
^

於
で
y

勞
働
に
依
て
構
成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
即
ち
炻
形
0

吣
?-
,
队
5

を
加
へ 

U

す
る
も
價
値
通

6

k

質
ら
れ
る
場
合
に
於
て
勞
働
に
依
て
柳
成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
即
ち
正
方
形 

◦

夂
朽
冲
と
は
な
ち
ぬ
ノ
即
ち
^

^

-

^

^

^

-合

艮
^

き

何

者
‘ば

ズ

な

公

な

る

時

U

^

I

A

O
 

• 

I

が
故
で
あ
る(

小

窥

雪

1

著

『

憤
値
論
と
社
#

囊

』

第

三

賓
^
マ̂
ル
i

研
.究
、
參
照
.

) 

_以
上
は
ユ
丨
ク
リ
ッ
ド
的
吊
行
線
を
假
定
し
枚
場
合
：で
あ
る
？
然
る
に 

ニ

)

朽
を
通
れ
士
ャ
セ
に
對
し
て
無
數
の
平
行
線
が
り
き
得
ら
れ
^

さ
^
れ
ば

(

ィ
ノ
：
價
格
の
糾
ま
的
點
が(

咖
の
中
點
.に
あ
る
埸
合
‘に
於
て
も
§

‘

|

必
ず
し
も
.相
等
し
か
ら
ず
即
ち
價

値
a

b
に
賣
ら
れ
ず 

ノ 

(

ロ)

.四
邊
形
0

队
13
1

队
は
必
ず
し
も
極
大
な
ら
ず
。

:.

(

ニ) 

，̂を
通
ぅ
^
、
Yx
じ
對
し
で
無
數
の
平
行
線
が
引
$
将
ち
れ
る
ど
す
れ
‘ば

(

i

\
價

格

，
の

砂1糾
點
が(

故
：の
間
に
.あ
る
場
合
^
:も
偵
値
通
6
に
賣
ら
れ
る
事
が
あ
办
得
る
0 

(

口 

>
.四
邊
形
o
m 2
;
p2
n2
:は
必
ず
じ
も
芷
方
形
ひ
队
ち
风
^
り
も
小
愈
ら
ず
。

(

H)

れ
を
通
り
で
ャ
で
に
對
し
，て
無
數
の

.平
行

線

が?1
&
得
ら
れ
る
ど
す
れ
ば

.、
i)

：
K

警

力

的

ま

如

觀

が

へ

へ

げ

の

簡

-
 ̂

:
ぁ
る
場
合
！2
も
價
熵
通
'̂
匕
®t

.̂
れ
‘る
事
♦か
あ
办
得
5'
°

’、,
< 

-
 

:,'
■..

.

.

. 

:i

.

丨C 
ロ )

四
邊
形
0
ん
^:
风
は
必
ず
し
も
正
方
形
o
M.
pl
N!
ょ
り
も
小
な
ら
す
。

•
; 

.

.

. 

,

蒗
十
丸
卷

11.

五
三O

似
格
及
び
似
値
の
幾
何
|

斫
究 

第

十

號

I

五1



，
第

十

九

卷(

.
1五
三
ー
0

,
情
格
及
，ぴ
愤
値
の
幾
何
學
的
硏
究 

第

卜

號

一

五

ニ

以
上(
通

覽

し

て

： 

I

(
一

▽
.
，'
價
格
は
慣
値
/̂

勞

働

減
&

に
賣
ら
れ
ざ
る
が}

般
で
.
ぬ
り
.價
値
通
-

c

v

k賣
ら
n

る
は
其
の
#
別
な
湯
合
に
歧

.■る
：

'
'
:
.
' 

'
 

/

(

ニ〕

.

マ
ル
ク
ス
の
：勞
«

價
値
說
は
其
の
始
め
經
濟
人
を
暗
默
，の
中
^

假
定
す
る
、
從
つ
て
商
品
は
賈
肢
&

6

に
賣 

ら
れ
る
後
次
第
に
經
濟
人
€

貢
ふ
か
如
さ
も
の
は
現
實
^

は
存
せ
す
ミ
反
省
せ
ら
れ
.
る
、
B

つ
て
商
%

は
si

贫 

.

.

以
上
^

或
は
價
値
以
下
に
賣
ら
仆
る
が
1

般
で
ぁ
を
價
値
通
む
に
„
賣
ら
れ
る
.は
’
其
の
特
別
な
«

へ
ロ
に
^
气
 

く
解
す
る
な
ら
ば
マ
ル
ク
ス
の
價
値
說
マ」

價
格
說
€

の
間
に
矛
盾
は
な
い
。

(

三)

.

マ\

ク
ス
は
T

ク
タ
プ
ド
的
見
解
か
ら
次
第
に
非
ユ
ー
ク
ジ
ッ
ド
的
見
解
農
ん
だ
。
資
本
論
第
三
卷
は 

モ
'
ス

n

丨

遠
®

で
な
い
。
.
ス
.ク
f

ル
ボ
一
ィ
プ
シ
ソ
ユ
な
勞
働
價
値
說
の
反
省
で
ぁ
り
自
覺
で
ぁ
る
.。

A

,
 

B

^

^

 ル
ク
ス
は

言
ふ
。
A

、

,'
I

3
一s
g

:
が

相

交

柳

せ

、
ら

れ

る

は

A

、
B

:
一
齑
品
に
共
通
な
同
じ
火
さ
の
或
る
も
の(

彼
に
诞
へ
ば)

1
 

會
的
に
必
要
な
る
勞
働
が
存
す
る
が
故
で
ぁ
る
ぞ
同
じ
，マ
ル
ク
ス
ば
言
ふ
。
彼
は
相
等
し
か
；
ざ
る
A

、
B

マ%

相 

.等
し
さ
A

、
]3

と
5:
'

同
時
に
表
は
す
可
さ
數
學
的
記
號
を
知
ら
な
か
つ
た
、
創
ら
ぅ
ど
し
な
か
つ
た
ノ
其
は
射
影
幾 

何
學
の
助
を
藉
つ
て
次
の
如
く
表
明
さ
れ
る
。

.

.‘
 

I
 

-

.
 

.

.

.

..
 

A
 

ノ 

は
费
さ
れ
れ
る
勞
働
'に
.於

て

相

等

し

く

其

他

の

點

に

.
於

て

は
.相

寧

し

.，
か

が

ざ

る

紅

示

す

.
；

 

印

/
然
る
に
费
さ
れ
た
勞
働
或
は
認
め
ら
■れ
た
效
用
V
C言
ふ
は
我
々
に
不
確
か
な
名
の
で
.あ
る
，
不
確
な
も
の
は
不
確 

の
ま
i

R

殘
す
"

我
々
に
碗
か
な
擧
は
A

、
B

の

ニ

商

品

•か
P

圓
の
價
格
で
交
換
せ
ら
れ
た
都
で
あ
る
、
從
て

り

八
、
0

は
贺
格
の
點
^

於
て
栩
等
し
く
其
他
の
點
；̂
於
て
は
相
等
し
が
ら
ざ
る
5:
示
す
。
即
ち
價
格
の
定
ま
る
點
に 

於
て
、
©

さ
れ
た
る
勞
働
或
は
認
め
ら
れ
た
る
效
用
は
相
.等
し
か
ら
ざ
る
が」

般
で
あ
b

相
等
し
き
は
特
別
な
る
場

合
に
限
る
を
示
す
。 

、

、
、
、
、
、
、 

第M

圖•」

於
て
見
ら
る
ろ
如
く
、_

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
平
行
が
假
眾
せ
ら
れ
、
且
つ
商
品
が
.價
値
通
6

に
：賣
ら
れ
る
 

斯
ん
ロ
い
わ
ノ
即
ち
價
格
の
定
ま
る
^

が

^

の
中
點
に
存
す
る
‘場
合
に
も
、
尙
餘
剩
な
る
部
分
、
圖
形
P1
M

V

P1 

N1
Y'
が
存
在
す
る
。

：

(

一
ブ
rl
Nt
//
1

は
價
格
の
軸
を
一
邊
ビ
し
，
pl
M.
x'

は
價
格
の
軸
ミ
直
接
關
係
な
き
故
、
又
刹
浪
は
價
格
の
#
成
要 

素
で
あ
b

賃
子
は
價
格
を
構
成
せ
ずV」

考
へ
ら
れ
る
故
、
rl
MI
x̂

を
以
て
賃
子
、
れ
^
^
を
以
て
利
润
を
現
ば
す 

も
の
と
す
れ
.ば
、
我
々
の
經
濟
行
爲
が
純
粹
^

徹
底
的
^

經
濟
的
な
る
時
"

麵
¥

 

P
1
M
1
X
、
=
H

活

P
1
N
1
Y
、

即 

,:
.
:
ち
利
潤
さ
賃
子
と
は
相
等
し
。

,'
'
.
:

:

:

:

(

一一：
'

)

'

'
1

さ
れ
る
勞
働
が
增
大
す
る
ー
。
資
本
の
有
機
的
組
成
が
低
級
さ
な
る
。
可
變
資
本
部
分
が
相
對
的
に
增
大
す
る 

即
ぢ
灼
が
仏
に
移
れ
ば
、
赁
子
は
匕
胍

^

か
ら

^

队
で
へ
減
少
し
*
利
谰
ば
巧
风
ヤ
か
ら
? .
>

^

¥;

"
へ
增
大
す
る

o
 

此
場
合
勞
働
に
依
セ
襁
貺
せ
ら
れ
る
憤
格
の
世
界
は
«

*

0

£

.?.
,

^
。其
は
芷
方
形
0

爲
13
1
^

ょ
-
^
は
小
で
あ
る
0 

第
十
.九

卷

(

1
五
，三
三)

m

格
及
び
值
個
.の
幾
M

學
的
硏
究
.

'

笫

十

號

|
五
3



笫

十

九

卷

ス

一
.五
三
四

)

值
格
及
び
懷
値
：の
幾
何
學
的
研
究 

第

十

總

一

五
四

3

1)
：.
費
さ
れ
る
勞
働
が
減
.少
す
.■る
。
資
本
の
.
有
機
的
組
成
..が
高
級
.ミ
な
.
る
。
'可
變
資
本
部
分
が
相
對
的
に
减
少
す 

•る
即
ち
1:
>
1

が
?3

に
移
れ
ぼ
>

賃
子
は
?1

恥
？<
か
ら
朽
^

^

へ
增
大
し
、利
潤
は
1:
,
1
风
¥/

か
ら
13
3

£

妒
へ
減
少
す
る
。
 

此
場
合
勞
慟
に
侬
.て
«

成
せ
ら
れ
る
價
格
の
世
界
は
：矩
形
0
.
飑
ち
风
。
其
は
‘
疋
方
形
0

為
?1
%

ょ
办
は
小
で
ぁ
る
。 

‘
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
平
行
を
假
定
し
て 

■

'〈

■

D

pl

を
通
b

Y7

に
序
行
な
る
直
線
が1

1

つ
以
上
引
.が
.れ
得
る
4

す
れ
ぼ 

-

.

.

. 

;
 

_
 

: 

I
 

r

w
 

.

(

ィ
ド
利
潤
が
興
の
儘
朽
队
ア
な
る
場
合
に
も
^

仏
の
恥
を
^

の
方
へ
移
動
し
て
賃
子
を
蠶
食
し
勞
働
の
世
界
を 

■

增
大
す
る
;0
' 

.

1
 

(

ロ)

^

の
吣
を
9

の
：._方

：
へ
；
移

泐

し

て

.
勞

働

を

蠶

食

し

て

賃

芊
 

……
(

ニ)

 

.13
1

を
通
个
^

に
平
行
な
る
_

線
が
ニ
つ
以
上
引
か
れ
#

ヶ

.'

，み
ィ
ゾ
賃
子
は
其
の
儘
れ
恥
で
な
る
場
合
に
も
"
讲
を
铲
の
方
へ
移
動
し
て
利
潤
を
蠶
食
し
勞
働
の
世
界
を
增
大

.

.

. 

.
i 

. 

. 

' 

:

.

. 

.

.

. 

(

V)

灿
を
0

の
方
向
べ
移
動
し
て
勞
働
を
蠶
食
し
利
澗
?:
:

.增
大
；す
る

,(

三)

2

)

は
資
本
の
有
機
的
組
成
の
變
化
^

依
少
又(

ニ〕

は
價
格
の
侧
に
於
け
ら
變
^

(

四)

賃
子
ど
利
潤
と
が
同
時
に
戀
化
す
る
場
合
は(

一
X

ニ)

ょ
b

推

論

.せ

ら

れ

る

(

五)

P
 

>

リ
^

通
し
て
で
或
は
^

に
對
し
ニ
つ
以
上
の
平
行
線
が
引
き
得
ら
れ
る
場
合
は
^

^

ニ
^

三
ズ
四
ー
に

'
:
:
,
.
■:
準

ず
.る
-
-
' 

-

:

c

六
し
勞
働
が
賃
手
マ」

：利
潤
；ど
を
蠶
食
じ
得
：る
極
限
は
_

が
^
.に
.明
が
.
^に
移
動
し
た
場
合
で
ぁ
る
。
此
揚
合
勞
働
，

a
—
議
?•
£
,'
:
-;;
^

^
.|
-
.:̂
.3
-;
:
1
^
7。).
1
-.
-
.
-
?-
-8:-
.l~
r;』
i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

l

l

i

i

i

i

l

w

?'>

衣
て
^

成
^

ら
n

る
賓
格
の
世
界
は
最
大
ビ
な
る
。
且

つ

又P
1X

、
=
P
1Y

、

即
ち
勞
働
は
價
格
に
等
し
く
商
品 

.
ょ
潰
^

^
り
に
賣
ら
れ
る
。
然
る
に
尙
餘
分
な
る
も
の
，
圖
形
pl
po
x̂
.̂
P1
P,
Y/
•か
存
在
す
る
。 

b

て
賃
子
及
び
利
潤
が
赞
侧
：を
«

食
し
得
る
極
»

は
、

W
 
€
切
と
が
pl
o

R
重
な
つ
た
場
合
で
ぁ
る
。
其
場
合
に
も 

へ'價
値
ど
價
格
ミ
は
相
等
レ
い
/

但
し
零
で
ぁ
る
。
：：
'-
-

\) 

'
1格
の
定
ま
る
®
を
求
め
ず
し
て
、
然
も
®
さ
れ
た
勞
働
を
以
て
價
格
の
世
界
を
構
成
す
れ
ば
、
其
は
三
タ
：
 

杉
0
¥

と
な
る
。
三
釣
形
0
5
<
¥/
は
:£
方
形
0
恥
1\
风
に
等
し
。
從
て
四
半
圓
0
で
1\
¥,
ょ
6
は
小
で
ぁ
る
。
 

發
明
や
秩
序
の
叻
を
藉
ら
ぬ
場
合
勞
働
全
收
の
權
が
認
め
ら
る
る
も
尙
其
世
界
は
三
狗
'#
0
5
< 

Y 

W

ち
正
方
形
o 

,略
^
队
に
等
し
。「

發
明
ゃ
秧
序
の
助
を
藉
れ
ば
餘
分
な
る
も
の
1\
队

で

pl
Nt
v
を

經

濟

す

る

"

然
し
其
場
合
價 

格
の
定
ま
る
點
が
求
め
ら
れ
び
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

，
 

九
.

)

賈
格
の
定
ま
る
點
‘を
求
め
て
尙
勞
.働
全
收
.5:
企
圖
す
る
場
合
に
は 

，

S

價
袼
の
定
主
る
點
を
^

の
中
點
^

求
め
フ
^

を
通
^

^

、
奶
に
平
行
な
る
直
線
を
1̂
pl
y

に

1

•
致
せ
し 

」「

:■
む
る
時(

社

堇

義

參

照

)

：
パ…

.
パ
ロ
.) 

(

¥

上
の
凡
て
の
點
を
し
，て
^

時
^

價
格
を
.成
立
せ
し
む
る
.時(

典
產
主
義
參
照)

 

の

ニ

つ

ち

ぁ

る
”

沮
し
へ
ィ
し
の
場
合
尙
偷
分
な
る
も
の
圖
形
?!
^

^
、
P1
P3
V

を
殘
し
> (

ロ >

の
場
合
勞
働
に
依 

.
て
-«
成
せ
ら
れ
る
.1

.格

.の
«

界
が
矩
形
0

M.
Z
p2
N,
#:
tt
o

m3
PS
N3
に
®

す
る
の
危
險
が
極
め
て
著
し
い
。

十

)

リ
.
刺
潤
も
賃
子
;̂

存
在
せ
1.

が
尙
四
.半
圓
0

x̂
ip
l

p

を
全
收
せ
ん
ど
す
る
場
合
’

新
长
な
る
發
明
、

ョ
リ
ょ
さ 

蛛
亨
於
望
ま
れ
る
。
?1

の
?1

の
'
方
间
へ
の
延
長
の
'
上
に
1

點
0

を

取

气
3

^

识
を
^

ょ
ト
欣
、

下
せ
る
■
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.

笫

十

九

卷

(

.
1
.五
三
六
>

.
拟
格
及
'ぴ
倒
他
の
幾
何
學
的
硏
究

 

第

十

铖

ー

其

六

線
• 

J

E

;

&

«

O

G

Q

K

r

"

]l

书
a
 o

x
、 p
l
Y
、

ハ®"
い)

ど
す
れ
ば
"

0 0
を

半

徑

ビ

す

る

圓

即

ち

が

パ

-/
/
///
/

の

遊

エ

象
 

:服

：
は

求1/る
所
の
も
の
で
あ
る
°

正
方
形
0
0
0
;
1
;

は
四
半
圓
0

^

<?1

ぞ
^

等
し
き
故
勞
働
全
收
.、
然
も
利
詞
Q

 

:

H

Y-
、
賃
子
0

^

ポ
：が
存
在
す
る
'0
::

- 

■

:
.

(

十 

一ノ

新
た
な
る
位
遛
に
於
て
尙
勞
働
全
收
を
得
ん
と
す
れ
ば
更
に
姣
を
半
徑
士
す
る
圓
を
創
心
出
し
そ
現
制
度 

.
を
維
持
す
る
か
’
巧

細

を

^

ヤ

の

方

向
^

移
靖
^
 

(
I
;

上
の
凡
て
の
0

に
於 

て
同
.時
に
價
格
を
成
立
せ
し
め
で
共
產
主
_
を
實
現
す
る
か
の
何
か
で
あ
ら
ぅ
。

(

十
二
}

正
方
形
t

G
Qi
H

は
四
半
圓
o

x̂
pl
v

R
等
し
き
.故
。
^

^
/̂
の
全
收
を
理
想
と
す
る
人
/̂
は
^
方
形
卩 

:

G

Q

H
で
ー
應
滿
足
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
新
た
な
.
.る
四
半
圓
o

//
/

Q
//
/

r;
:
來
て
見
れ
ば
尙
Q

G
//
/

、
Q

H

"

.
■

X.Y

X

，丄

の
不
足
を
意
識
す
る
。
彼
等
は
：依
然
^
し
て
不
滿
で
あ
る
。
彼
等
0

理
想
と
す
る
所
は
絕
對
的
而
積
の
栩
等
で
な 

い
、
相
對
的
而
積
の
相
等
で
あ
る
。
彼
等
の
求
む
：る
も
の
は
面
積
の
正
方
形
0

0
 

0

で̂

な

く

て

形

式

，の

四

半

圓
 

:

0

^
，
¥

て
.あ
"る

..：:̂
^

の
充
實
は
_
5
£題
で
.な
い
、
.唯
形
式
的
に
不
足
.の
.感
..な
為
を
.理
.想
.マ

」

す
る
。

V

::'
:

六 

；

：
 

:

第
四
象
曝
の
研
究
， 

：

 

第
四
の
象
眼
^

於
け
る
似
は
正
、
效
用
を
計
6

' ?
0 ¥
は
負
*

價
格
を
計
る
’

，◦

"

^
、
^

，̂

の

方

向

^

延

長

し
 

.概

ダ

基

は

る

點

を

ぐ

ー

ヽ

ー

导

れ

ば

’

巧

は

ー

み

 

d

は

夫

%々

x l
1

の

間
k

あ

る
p 

F

,

./■: 

-
- 

•

//
"*
■
 

/
 

/ 

I
X

ょ
6

敗
、
外
に
卞
せ
る
|&
:
線
を
夫
々
簿
、

«

、
_

及
び
™

、
’

、
;N
'
ふ
す
る)

第
，四
象
服
の
立
場
か
ら
で
は
、 

僙
.格
'は
效
用
'-
|
:侬
：て
，定
ま
.る)

第
丄
/>
.圖
參
联
。

.

.,
p 
- 

. 

p 

F
 

-ぐ

生
豫
が
爾
犬
す
る
。
餘
剩
/-
f
e•潇
物
が
發 

生

す

る

。

餘

剩

を«?
©
す
る
人
々
を
晃
出 

し
得
.な
い«
合
、
其
に
は
效
用
が
な
い
。

消
#

せ
んV」

す
る
欲
望
は
あ
る
も
財
の
存 

せ
ざ
る
場
合
に
も
效
用
は
發
注
せ
ぬ
。
交 

換
は
餘
剩
な
る
生
產
物
マ」

滿
た
さ
れ
ざ
る 

欲
望
ど
を
有
無
相
通
ず
る
斟
に
依
て
經
濟 

を
行
ふ
。

交
換
者
は
餘
_
な
る
も
の
を
見
出
し
て 

需
要
者
の
爲
R

價
格
を
引
下
げ
る
。
だ
を 

パ
に
拆
附
沪
し
め
る
"

其
場
合
賃
手
的
效 

用
は
?/
;

デ
V7

か
ら
1?
/

へ

增

大

す
る
。 

交
換
者
は
餘
剩
を
欲
留
す
る
^
要
者
を
觅 

出
し
て
生
產
者
の
爲
妃
價
格
を
引
上
げ
る
。 

//
/

を
13
/

に
近
附
け
し
め
も
。
其
場
合
利
潤 

的
效
用
は
1|

乂
か
广
1̂

膨
>
<

 

へ
增
大
す 

る
。
此
間
の
行
■爲
が
純
粹
に
徹
底
的
に
經

第
十
號 

一
K
七
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八)

.

似
：格
及
ぴ
似
_姆
の
幾
何
學
的
：研
究

 

第
、
邊 

濟

的

で

；あ
れ
ば«
格
ば
，|,

(

妨
の
中
點
^
定
そ
ぅ
ノ
其
場
合 

(

一)

;

h.p 、N
、

；即
ち
慣
格
は
效
用
に
等
し
ぐ 

.(

一
|ー
。
效

用

に

依

て«
成

せ

ら

れ

る

價

格

の

世

界

は

疋

方

形

〇

¥

^

一

 
般
的
な
る
矩
形
O

M

P

Nの
I

極

:

ジ

：
：

 

'
 
■
 

V
 

.

:

(

三)

'
利
潤
的
效
用
は
1^
破

欠

、
.賃

子

的

效

用

は
?/
か
¥/
。

、
先
つ
純
棘
益
腹
的
代
經
濟
的
な
る
經
濟
行
爲
を
假
定
し
て
價
格
が(

故

の

中

點

だ
定

ま

つ

f

す
る
。
ニ
®

.

の
B
-
n
A 了
ヵ
抑
の
作
格
,:
|
:於
て
交
猶
ぜ
ら
れ
る
。
A

k
/[
^』

。

商
品
A
の
提
供
者
は
む
に
對
し
て
管
以
上
の 

效
S

S

,:
A

S
し
て
は
請
以
下
の
效
用
を
認
め
る
。商
品
B
の
提
供
者
は
A
に
對
し
；

I

丨
樂
し
て
はC

以
>

の
效A

V
J
I
i

め
る
ど
推
定
せ
ら
れ
る
。
即
ち
®

格|

が
定
ま
る
場
合
、
擧

的

效

用
の
S

フ 

ど

利

綱

的

效

用

の

J

存
在
す
る
。
：，今

消

馨

の

立

場

か

ら

で

か

湖

的

效

用

の
£

 

ら

に
平
行
な
る
直
線
は
ニ
つ
以
上
引
き
得
ら
れ
る 

t
 

o

.

.

.

.

.

.

 

....
 

♦

 

-

.

a

 

)

，p
を
通
A

に
對
し
て
〇
の
侧
货
か
れ
る
平
行
線
が
あ
る
。

M
が
引
か
れ
た
辱
れ
ば
、
賃
子
的
效
利
： 

は
P

N

Yか
ら
r
l
lY7
へ
增
大
す
る
。
此
揚
合
は
^on-economl.c
の
中
でpro-eco§
3
i
c

の
場
合
で
あ
る
。

n

は
直
§

ー
狗
形
p7
-

^

の

斜

邊

故

2
1

>
P
、 N

、
。

：

 

.

. 

/

こ

1
>

 

P
を

姐

な

P

し

對

し

て

Y7
の

f

に

§

か

れ

る
平

行

線

が

あ
る
。
N

が

引

か

れ

た

マ

」

す

れ

ば

、

貨
子
的
效
用

:
•は
ド
ル
デ
か
ら
?7
n
l
wへ
減
少
す
る
。
作
が
引
か
れ
た
ど
す
れ
ば
/
賃
子
的
效
用
は
パ
が
デ
炉
ら
が
n-
i
Ŷ
へ 

或
少
f
る
。
比
場
合
は
.No

n
-
e
c
o
n
o
m

o;:

の
中
でAntl’e

c
o
o
m
i
c

の
場
合
で
あ
る
ノ
ル
は
直
狗
三
狗
形
?7
^
nl 

:
の斜邊故

 

p
b
l
v
p

、N
、。
ff
i
に 

p
p
>
p
、n
l
>
F
N
、。

、
經
濟
行
為
が

N
o
n
-
e
c
o
n
o
m
k
:

か
ら

E
c
o
n
o
m
i
c

に
な
れ
ば
な
る
程

p
r
o
.
e
c
o
n
o
m
i
c

の
為
、A

n
t
i
-
e
c
o
n
o
m
l
c

の

"
n、
作
は
次
第
に
典
の
限
界
な
る
又
最
小
^

る
¥

に
近
附
く
、
而
し
て
^

に
到
達
し
た
時
、
賃
子
的
效
用
l̂
N̂
Y7
は 

最
大
、
效
用
に
^

て
«

成
せ
ら
れ
る
.價
格
の
世
界
0

變
?/
^

は
極
大
ご
む
る

(

限
界
效
用
說
參
照

)

'

但
し
純
粹
に
徹
底
的
に
經
濟
的
な
る
經
濟
行
爲
は
存
せ
ざ
る
故
效
用
は
ー
般
に
的
か
作
か
の
何
か
で
あ
-
^
で

あ

• 

る
は
其
の
.特
別
な
場
合
に
限
る
、

從
て
消
锻
者
の
立
場
が
ら
見
て
^
財
貨
の
傲
値
は
限
界
效
用
に
依
て
定
ま
ら
ぬ
が
ー
般
で
あ
ム
、
限
界
效
用
に
依 

て
足
ま
る
は
其
の
特
別
な
場
合
に
限
る
。
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